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昨
年
花
月
四
日
・
打
日
の
両
日
、
香
川
県
 高
 Ⅰ
 
川
廿
 

Ⅰ
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総
合
体
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小
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生
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し
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熱
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め
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岡垣町では、 2 月と 3 月を町税の徴収特別強化 
期間とし、 滞納者の納税相談をはじめ、 上古 や電 

話 での催告、 夜間の訪問徴収、 長期間の多額滞納 
者には差し押えや 公売を行い、 滞納者のいない 打 

を日指します。 町税について <u) 相談ごとや悩みご 

となどがあ りましたらお 越しください。 

私たちが、 健士で快適なくらしをおくるために 
は、 教育や福祉の 充実、 道路や上下水道の 整備な 

ど様々な早業を 進めていかなくてはなりません。 

そして、 これらの事業は 、 私たち一人・ - 人が負担 

した税金でまかなわれています。 

W 税は私たちの 財産です。 税金を有効に 使うた 

め、 定められた期限までに 納めてください。 もし、 

納期が過ぎると 税金の外に、 督促手数料や 年利 14.6 
パーセントの 延滞金を納めなければな j ません。 

W 税を滞納すれば、 滞納している 本人にとって 
不利益であ ることはもちろん、 町の事業にも 支障 

をきたすことになります。 そこで、 納期までに納 
められた人との 公平を保つため、 また大切な町税 
を確供するために、 やむを得ず滞納している 人の 
財産 ( 給料・不動産・ 電話・預貯金など ) を差し 

押さえ、 さらにそれを 公売するなどの 滞納処分を 
行 うよ うになります。 

特別な事情もなく 国民健康保険税を 滞納すると、 
毎年 4 月 1 日に切り替えの 国民健康保険証に 代メつ っ 

で国民健康保険被保険者資格証明書を 発行します。 
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納税の遅れている 人は早急．にお 納めください。 

申 --  を も神 め 
し世 平ボ 容 補助 こ生 

は個助 ヰ ⅡⅡ 古 ・ 沐 @ 

庭 

金融機関へ出掛ける 手間や、 うっかり納め 忘 メ ・ L 

ください。 
岡垣町内のすべての 金融機関 @. こ Ⅱ 座 振替依頼 古 

器 た屋ス、 化 
。 内 トの   問い合わせ 役場税務課 へ 

からの解放には、 便利で確実な 口座振替をご 利用 

は 備えています。 

用のた 

O
 



お，ら ";r? へ一 ・ 、 ジ 

  
w  異書聖 瞥蜜容 282-121 

ロ
 
年
現
況
届
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す
と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
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手
続
き
を
と
る
の
で
し
ょ
う
か
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私
は
独
身
で
病
気
が
ち
で
 

す
 の
で
、
 

も
し
寝
た
き
り
に
な
っ
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と
き
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配
 で
す
。
ま
た
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し
忘
れ
た
と
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が
あ
る
か
ど
う
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大
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続
き
の
仕
方
は
 ?
 

生
月
の
初
め
に
届
く
 よ
う
 社
会
保
険
 

庁
か
ら
が
送
り
し
て
い
ま
す
。
 

今
ま
で
住
民
登
録
を
し
て
い
る
 市
 

W
 村
長
の
証
明
が
必
要
で
し
た
が
、
 

平
成
㏄
年
 1
 月
以
降
提
出
指
定
日
が
 

来
る
方
よ
り
市
町
村
長
の
証
明
は
い
 

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
 

金
受
給
権
者
の
㏄
 歳
 到
達
に
 よ
 る
老
 

船
 基
礎
年
金
及
び
老
齢
厚
生
年
金
の
 

裁
定
請
求
古
は
今
ま
で
ど
お
り
 市
 W
 

村
長
の
証
明
が
必
要
で
す
。
 

現
況
 屈
め
 
ハ
ガ
キ
を
紛
失
し
た
と
 

き
は
、
役
場
に
用
紙
が
あ
り
ま
ず
の
 

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

あ
な
た
の
よ
う
に
、
病
気
等
で
現
 

況
 居
 に
記
載
で
き
な
い
場
合
は
、
代
 

理
の
方
に
お
願
い
し
て
、
代
理
人
署
 

名
何
に
記
破
し
た
方
の
氏
名
、
受
給
 

権
者
と
の
 坊
係
 、
住
所
及
び
電
話
番
 

号
を
記
載
さ
れ
、
必
ず
提
出
し
で
 く
 

だ
さ
い
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ホ ス ト フアミリー 臆集 踊りと音楽．の 外国の出演者は グ ラ シ 

ティアで演奏します。 リハーサルのため、 前の日、 3 月 14 日 ( 土 ) から囲垣 
町 に見えますので、 その夜外国の 出演者のため 家を開けて下さいませんか。 
土曜日に歓迎 合 なしてから、 自由に外国の 出演者と遊んで、 日本の家庭上 
活や文化を教えて、 泊まらせます。 そして日曜日に 預かった方と 一緒に踊 
りと演奏会に 参加する楽しい 機会です，外国の 16 人が見える予定です。 ぜ 

ひホヌ、 ト   ファミリ一に 応募しでください。 

と き : 3 月 14 口から 3 月 15 日まで ( 土 - 日 ) 1 泊 2 日 

申し込み     3 月 6 日 ( 金 ) までに電話で 地域振興課 へ 
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柴
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な
さ
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の
場
を
提
供
し
、
 

自
 楽
の
町
 

を
企
画
し
で
お
り
ま
す
。
 

出
演
者
佐
野
亜
紀
Ⅰ
 
&
 生
 

ほ
か
 （
ピ
ア
ノ
）
 

征
 さ
ん
 

づに -1 ア く奔 り表 ト イ 

曲
目
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
作
曲
「
人
 

形
へ
の
セ
レ
ナ
ー
ド
」
ほ
か
 

と
き
 
2
 月
初
日
（
金
）
午
後
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 時
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・
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皆
さ
ん
は
玄
関
で
の
正
し
い
靴
の
 

脱
ぎ
万
は
ご
存
じ
で
す
か
。
知
っ
て
 

い
て
も
、
ぞ
 う
し
 で
い
ま
す
か
。
 
日
 

本
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
 

時
 、
玄
関
で
ド
ア
の
方
で
は
な
く
、
 

家
の
中
に
向
き
な
が
ら
、
靴
を
脱
 
い
 

で
 上
が
り
、
そ
し
て
ま
た
ド
ア
の
方
 

に
 振
り
返
っ
で
、
か
が
ん
で
、
靴
の
 

向
き
を
変
え
て
、
き
れ
い
に
並
べ
る
 

と
い
う
脱
ぎ
方
が
一
番
Ⅱ
 寧
 だ
と
 ホ
 

ス
ト
お
母
さ
ん
が
教
え
で
く
だ
さ
い
 

ま
し
た
。
家
の
中
で
靴
を
脱
が
な
い
 

ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
で
、
日
本
で
の
 

靴
を
脱
ぐ
習
慣
は
大
斗
だ
と
知
っ
て
 

い
た
が
、
き
れ
い
に
並
べ
る
こ
と
は
 

ど
 う
 し
で
必
要
か
と
分
か
り
ま
せ
ん
 

で
し
た
。
玄
関
は
家
の
顔
、
あ
る
い
 

は
 訪
ね
で
く
る
万
か
ら
よ
く
見
ら
れ
 

る
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
か
ら
家
の
全
て
 

や
家
族
の
こ
と
を
評
価
す
る
の
で
、
 

い
い
印
象
を
与
え
る
た
め
き
れ
い
に
 

並
べ
て
、
靴
を
脱
ぐ
と
お
母
さ
ん
が
 

説
明
し
ま
し
だ
。
 
8
 年
た
っ
た
今
で
 

も
 勤
勉
に
し
ま
す
。
日
本
人
よ
り
 日
 

本
人
ら
し
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
 

し
か
し
髪
の
毛
、
目
や
 皮
 円
の
色
 

を
変
え
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
こ
 

の
せ
い
で
日
本
で
は
、
と
な
り
の
人
 

と
違
う
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

例
え
ば
、
小
さ
い
町
に
住
ん
で
い
る
 

ア
ジ
ア
系
の
外
国
の
友
だ
ち
を
訪
ね
 

た
時
、
 W
 を
一
緒
に
歩
い
た
ら
、
 W
 

民
が
私
た
ち
に
ず
っ
と
見
つ
め
て
い
 

ま
し
た
。
友
だ
ち
は
普
段
一
人
で
 W
 

に
 出
る
と
皆
が
そ
う
し
な
い
か
ら
 び
っ
 

仕
方
や
考
え
方
 

を
考
え
直
し
て
、
国
籍
に
関
係
な
い
 

自
分
に
一
番
似
合
う
こ
と
を
選
ん
で
 

採
用
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
の
私
 

は
日
本
と
ア
メ
リ
 ヵ
 合
衆
国
の
価
値
 

や
考
え
の
混
合
で
す
。
そ
れ
で
私
が
 

だ
さ
い
ま
す
。
 

日
本
の
価
値
を
大
事
に
す
る
お
か
げ
 

で
 日
本
人
は
私
を
も
っ
 ケ
嚢
ぬ
の
 
で
 く
 

皆
さ
ん
は
ど
う
し
て
私
に
対
し
で
 

こ
ん
な
反
応
し
ま
す
か
。
英
語
で
声
 

を
か
け
た
ら
困
る
と
い
う
こ
と
は
 
か
 

か
る
が
、
こ
の
ご
ろ
日
本
在
住
の
外
 

国
人
の
多
く
は
私
の
よ
う
に
日
本
語
 

な
 話
せ
ま
す
 ょ
 。
そ
し
て
周
り
に
 い
 

る
顔
 と
違
 う
 か
ら
好
奇
心
が
あ
る
の
 

8
 分
か
り
ま
す
。
で
す
が
、
皆
さ
ん
 

は
 日
に
頼
り
す
ぎ
で
す
。
玄
関
の
 ょ
 

う
に
、
目
で
の
感
じ
が
大
事
で
す
。
 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
他
の
国
よ
り
、
 

日
本
で
は
い
つ
も
お
化
粧
や
ブ
ラ
ン
 

ド
 品
で
き
れ
い
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
車
も
古
く
な
っ
 

た
ら
、
き
れ
い
で
は
な
い
か
ら
、
 新
 

し
く
し
ま
す
。
目
で
周
り
の
人
々
を
 

の
 階
で
開
く
 

時
 、
待
っ
て
い
る
人
は
び
っ
く
り
し
 

た
 顔
を
し
て
、
だ
ま
っ
て
入
り
ま
す
。
 

考
え
方
を
観
察
 

し
、
習
い
ま
し
 

た
。
そ
れ
で
、
 

習
っ
た
ア
メ
リ
 

力
 合
衆
国
 式
の
 

Ⅰ。 イ ・ i 
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「
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
う
」
の
通
 

り
で
、
日
本
に
住
ん
で
一
生
懸
命
に
 

日
本
式
に
順
応
し
て
み
で
い
ま
し
た
。
 

ま
ヱ
 
0
 ノ
 
舌
口
 

七
本
を
習
Ⅱ
 

丑
 

リ
 ま
し
た
。
そ
し
て
 

日
本
の
仕
方
や
 

本
当
に
家
の
中
で
靴
を
脱
ぐ
習
慣
に
 

と
て
も
 際
 れ
ま
し
た
。
実
は
ア
メ
リ
 

カ
合
衆
国
で
も
靴
を
脱
ぐ
よ
う
に
し
 

ま
す
。
本
当
に
私
は
日
本
人
と
な
 
っ
 

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

く
り
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ
で
毎
日
 

の
経
験
で
す
。
慣
れ
て
い
る
が
、
好
 

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
友
だ
ち
が
と
 

 
 だ

か
ら
で
は
な
く
て
、
顔
が
違
う
か
 

ら
皆
が
私
を
よ
く
見
つ
め
て
い
ま
す
。
 

毛
車
の
中
に
も
、
い
つ
も
目
立
つ
白
 

人
の
私
の
と
な
り
の
席
に
他
の
空
席
 

が
全
く
な
い
と
誰
も
座
り
ま
せ
ん
。
 

す
 。
そ
し
て
 

評
価
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
日
本
も
変
わ
っ
 

て
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
 
ェ
 レ
ベ
ー
 

も
し
先
の
例
の
道
の
向
こ
う
側
の
 

タ
 ー
に
乗
っ
て
 い
る
人
が
日
本
人
だ
 

町
民
の
目
が
不
自
由
だ
っ
た
ら
、
私
と
推
定
は
で
 
き
ま
せ
ん
 ｜
 

が
 友
だ
ち
の
知
り
合
い
だ
け
と
し
て
 

認
め
で
く
だ
さ
っ
た
で
し
ょ
う
。
 電
 

外
国
人
を
 ロ
 で
見
な
く
て
、
耳
で
 

草
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
客
が
見
え
聞
い
て
、
 
気
 持
 で
感
じ
て
下
さ
 

な
か
っ
た
ら
、
た
だ
の
他
の
人
と
し
こ
う
す
れ
ば
 
、
 皆
さ
ん
と
私
は
異
文
 

で
 認
め
て
く
だ
さ
っ
た
で
し
ょ
う
。
 

化
の
生
物
的
違
い
で
は
な
く
て
、
 異
 

ち
ょ
う
ど
ぞ
の
通
り
、
私
は
た
だ
の
文
化
の
価
値
 
や
 考
え
の
違
い
に
つ
い
 

他
の
人
で
す
。
皆
さ
ん
と
同
じ
人
間
で
話
し
て
、
 
お
互
い
に
教
え
ら
れ
ま
 

で
す
。
ど
の
よ
う
に
私
が
見
え
る
の
す
。
同
じ
人
 
問
 と
し
て
、
違
う
こ
と
 

か
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
心
の
中
味
よ
り
似
て
い
 
る
こ
と
が
多
い
と
思
 う
 

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
で
 他
 

が
 重
要
で
す
。
 

の
 文
化
の
考
え
方
に
つ
い
て
習
っ
て
 、
 

半
年
前
に
大
学
の
友
だ
ち
の
結
婚
日
本
の
と
比
べ
 て
 、
そ
れ
で
多
く
な
っ
 

式
 に
出
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
た
智
 
際
 の
 策
 ま
り
か
ら
、
自
分
に
一
 

に
 里
帰
り
し
ま
し
た
。
岡
垣
町
に
戻
っ
 

香
 似
合
う
の
 を
 選
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
 

て
か
ら
、
結
婚
式
の
写
真
を
日
本
人
 

す
 。
こ
れ
で
 国
際
人
に
な
る
と
思
い
 

の
 知
り
合
い
に
見
せ
ま
し
た
。
花
嫁
ま
す
。
で
す
 
か
ら
、
目
を
閉
じ
て
、
 

が
き
れ
い
だ
 や
 ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
心
を
広
げ
て
 
下
さ
い
。
 

 
 

 
 

く
は
ず
だ
っ
た
が
、
多
く
の
 

人
は
「
花
婿
が
黒
人
だ
っ
た
 

の
ヮ
 ・
」
 

㌃
Ⅰ
℡
 

い
 @
 リ
と
 
舌
口
っ
て
、
シ
ョ
Ⅱ
 

ノ
 

 
 

ク
 だ
っ
た
み
た
い
で
す
。
 な
 

ぜ
な
ら
ば
、
私
は
白
人
だ
か
 

ら
、
 友
だ
ち
が
白
人
、
そ
し
 

て
 友
だ
ち
が
白
人
だ
っ
た
ら
、
 

 
 

花
婿
も
白
人
だ
と
間
違
っ
で
 

推
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
 

 
  

 

文
化
や
他
民
族
の
人
間
関
係
 

が
あ
た
り
ま
え
と
な
っ
て
 い
 

ま
す
。
外
国
人
の
人
数
が
増
 

イ
 @ 
r
l
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し
ま
せ
ん
 ガ
 

と
き
 
3
 月
 比
日
 
（
日
）
午
前
 

時
か
ら
受
付
 

と
こ
ろ
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

対
象
者
 
W
 内
在
住
の
㏄
 歳
 以
上
 0 9 

 
 

岡
垣
田
リ
フ
ト
バ
 し
｜
 

ボ
 待

 ・
 

と
き
 
3
 月
比
目
（
日
）
は
 時
 ㏄
 

分
 受
付
。
旧
時
開
会
式
。
 

と
こ
ろ
 
W
 氏
 体
育
館
 

対
泉
者
 

㎎
 歳
 以
上
の
 W
 氏
 お
よ
び
 

W
 内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
 

チ
ー
ム
編
成
地
域
、
職
場
、
仲
間
 

同
志
の
 4
 人
で
 1
 チ
ー
ム
を
編
成
す
 

る
 。
（
 1
 ）
女
性
 4
 人
（
 2
 ）
 な
 

性
 3
 人
と
男
性
 1
 人
（
 3
 ）
㏄
 歳
 

以
上
の
男
性
 4
 人
ま
た
は
女
性
と
の
 

混
 ム
口
 

参
加
料
無
料
 

参
加
申
し
込
み
 

3
 月
 6
 日
（
金
）
 

ま
で
に
申
込
古
を
提
出
し
て
く
だ
さ
 

ぃ
 。
な
お
申
込
晢
は
社
会
教
育
課
 

東
部
公
民
館
・
中
央
公
民
館
に
あ
り
 

ま
す
。
 

米
 当
日
の
参
加
受
付
は
行
か
ま
せ
ん
 

 
 

問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課
 へ
 

 
 

あ
な
た
も
 
岡
垣
 ジ
ュ
ニ
ア
バ
 
ド
、
、
 

「
 

）
 

会ン 
をト 
目ン 
揖 ‥ ク 
し，ぉ甘 う 

まフ 
せ仁 
ん全 
ガ目 

大 

ス 
ポ 
1 

ツ 
大 4 
  
集 

男
な
 

競
技
方
法
個
人
戦
 

表
彰
優
勝
か
ら
第
五
位
ま
で
 首
 

品
を
贈
り
ま
す
。
そ
の
他
ホ
ー
ル
イ
 

ン
ワ
ン
 常
 、
ラ
ッ
キ
ー
 穴
 等
の
賞
品
 

を
 用
意
し
て
い
ま
す
。
 

参
加
料
三
百
円
 

参
加
申
し
込
み
 

2
 月
花
田
（
上
）
 

ま
で
に
次
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

申
し
込
み
の
際
は
氏
名
・
行
政
区
 

生
年
月
日
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
 

明
月
 
2
8
2
 
１
 1
7
8
9
 

打
出
 
2
8
2
 
１
 0
9
1
3
 

古
賀
 
2
8
2
 
１
 4
5
5
4
 

%
 当
日
の
参
加
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
 

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
久
大
会
 当
 

日
の
用
具
は
王
使
者
側
で
準
備
し
た
 

も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ほ
 
Ⅳ
 っ
ァ
 
Ⅰ
 
旺
堅
 
9
 

と
き
 
2
 月
㌍
 巨
 
（
日
）
午
前
 8
 

時
 ㏄
分
か
ら
受
付
 

と
こ
ろ
町
民
体
育
館
 

種
目
男
子
・
女
子
団
体
戦
・
 男
 

千
個
人
戦
 A
.
B
 級
・
な
子
個
人
戦
 

A
 
.
B
 
.
C
 
級
 

抽
選
会
 
2
 月
は
日
（
木
）
午
後
 7
 

時
 ㏄
公
武
道
館
で
行
い
ま
す
 

問
い
合
わ
せ
卓
球
連
盟
河
村
 

呑
 2
8
2
 
１
 9
4
3
8
 

岡
垣
 ジ
ュ
ニ
ア
・
バ
ド
ミ
 

第
 ㏄
国
遠
賀
郡
 

コ
ー
ド
 

Ⅰ
 

と
き
は
 月 M
 日
 

と
こ
ろ
芦
屋
町
祇
園
時
運
動
 広
 

小
学
生
女
子
一
年
生
 

二
位
井
元
千
春
 

小
学
生
男
子
三
年
生
 

一
位
井
元
正
寛
 

二
位
合
屋
勝
美
 

小
学
生
男
子
四
年
生
 

三
位
蒲
地
弟
分
 

小
学
生
男
子
五
年
生
 

二
位
合
屋
高
志
 

三
一
位
島
田
潤
一
郎
 

一
般
男
子
宮
同
校
生
以
上
）
 

三
位
山
田
雅
之
 

仙
歳
 以
上
男
子
 

三
位
高
橋
元
 務
 

仙
歳
 以
上
女
子
 

二
位
梶
谷
八
重
子
 

三
位
濱
田
裕
子
 

%
 歳
 以
上
男
子
 

一
位
入
江
東
 樹
 

土
 
。
 
-
 
%
 

ム
 
Ⅰ
 京
 

  
」 よ、 。 」 

と
き
 
l
n
@
,
 

Ⅱ
 

と
こ
ろ
町
民
政
 

剣
道
教
室
 A
 組
 

優
勝
町
田
 

準
優
勝
木
原
 

三
位
吉
田
 翔 

剣
道
教
室
 B
 組
 

し
 
 
 

日
 

道
館
 

龍
接
 

参
 

Ⅲ
 

一
良
 

と
き
平
成
比
年
 1
 月
比
目
 

と
こ
ろ
 W
 氏
 弓
道
場
 

団
体
戦
 

東
軍
 
的
中
敬
六
二
二
中
 

四
車
的
中
敬
六
一
二
中
 

個
人
戦
 

優
勝
神
谷
五
段
八
三
十
 

学
摘
粁
 

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
で
全
国
大
会
出
場
を
 

目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

対
象
小
学
校
一
年
生
か
ら
六
年
 

生
ま
で
の
男
女
 

練
習
日
毎
週
 木
 、
土
、
日
曜
日
 

練
習
会
場
岡
垣
町
民
体
育
館
 

連
結
 先
 
池
田
明
男
 
呑
 2
8
2
 
１
 

4
1
1
7
 

石
井
宏
紀
 
呑
 2
 

8
,
@
.
 １
 1
4
5
 

新 

東
西
村
 市
 

白
 

二
位
西
嶋
次
男
 

三
位
松
本
日
 

邱
歳
 以
上
女
子
 

一
位
奥
村
良
子
 

ほ
勝
 
市
川
浩
希
 

準
優
勝
井
上
元
 暁
 

三
位
 
W
 田
 奈
保
 美
 

白
雲
錬
成
金
 

小
学
二
年
生
 

優
勝
杯
 
駿
一
 

準
優
勝
河
村
大
介
 

三
位
木
原
 
亮
 

小
学
三
年
生
 

優
勝
塩
川
恒
彦
 

準
優
勝
村
 崎
 
忠
一
 

三
位
佐
藤
良
太
 

小
学
四
年
生
 

優
勝
伊
藤
拓
也
 

一
 一
 

準
優
勝
 
辻
 

三
位
荒
木
加
平
 

小
学
五
年
生
 

優
勝
池
田
 詠
生
 

準
 健
勝
大
谷
 
香
里
 

三
位
山
中
 麻
愛
 

小
学
六
年
生
 

優
勝
畠
中
亮
輔
 

準
優
勝
杉
谷
英
郎
 

三
位
岩
元
 
毅
 

中
学
一
年
生
 A
 

優
勝
高
山
和
秋
 

準
優
勝
角
田
裕
樹
 

三
位
 
辻
 

歩
 

中
学
一
年
生
 B
 

優
勝
杯
典
子
 

$
 優
勝
 
東
 

希
望
 

三
位
森
岡
朋
子
 

中
学
二
年
生
 

優
勝
古
賀
武
志
 

準
優
勝
杉
谷
 

浩
 

三
位
中
川
雅
博
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